
平
成
十
九
年
十
月
十
一
日
提
出

質

問

第

一

一

〇

号

警
察
職
員
の
不
祥
事
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鉢

呂

吉

雄
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警
察
職
員
の
不
祥
事
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

平
成
十
九
年
九
月
二
十
五
日
受
領
の
答
弁
第
二
一
号
に
つ
い
て
、
政
府
に
再
度
質
問
す
る
。
な
お
、
国
会
法
第
七
十
五
条
の

第
二
項
に
規
定
す
る
通
り
、
再
質
問
主
意
書
受
領
の
日
か
ら
七
日
以
内
に
答
弁
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
同
様
の
文
言
が
並
ぶ
場
合

で
あ
っ
て
も
、
項
目
ご
と
に
平
易
な
文
書
で
答
弁
さ
れ
た
い
。

一

一
の
（
�
）
の
答
弁
に
つ
い
て

報
道
に
よ
る
と
、
昨
年
十
一
月
に
群
馬
県
太
田
市
で
起
き
た
埼
玉
県
警
加
須
警
察
署
地
域
課
巡
査
長
に
よ
る
郵
便
局
強
盗

事
件
の
際
、
当
時
の
漆
間
巌
警
察
庁
長
官
が
定
例
記
者
会
見
で
、
再
発
防
止
策
と
し
て
「
全
国
の
警
察
官
へ
の
家
庭
訪
問
を

で
き
る
だ
け
早
期
に
や
ら
せ
た
い
」
と
述
べ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

（
�
）

身
上
監
督
の
方
法
と
し
て
、
家
庭
訪
問
も
行
わ
れ
る
の
か
、
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

漆
間
前
警
察
庁
長
官
の
指
示
に
よ
り
、
全
国
の
警
察
で
は
警
察
官
へ
の
家
庭
訪
問
は
行
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
実
施

状
況
を
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

漆
間
前
警
察
庁
長
官
の
指
示
に
よ
り
、
警
視
庁
は
「
当
該
職
員
」
（
答
弁
第
二
一
号
で
示
さ
れ
た
巡
査
長
を
指

す
）
に
対
し
て
家
庭
訪
問
を
行
っ
た
の
か
、
行
わ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
実
施
日
時
、
回
数
な
ど
を
具
体
的
に

一



答
弁
願
い
た
い
。

二

一
の
（
�
）
の
答
弁
に
つ
い
て

（
�
）

身
上
監
督
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
、
法
的
な
根
拠
が
必
要
と
考
え
る
が
、
そ
の
法
的
な

根
拠
を
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

指
揮
監
督
上
必
要
な
人
事
管
理
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
と
し
て
も
、
個
人
の
私
生
活
に
無
制
限
に
立
ち
入
る
こ

と
に
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
許
容
さ
れ
る
範
囲
及
び
限
度
に
つ
い
て
答
弁
願
い
た
い
。

三

一
の
（
�
）
の
答
弁
に
つ
い
て

（
�
）

「
適
正
な
人
事
管
理
に
必
要
な
範
囲
」
と
は
何
か
、
具
体
的
に
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

警
察
官
へ
の
家
庭
訪
問
は
、
「
適
正
な
人
事
管
理
に
必
要
な
範
囲
」
に
含
ま
れ
る
の
か
、
答
弁
願
い
た
い
。

四

一
の
（
�
）
の
答
弁
に
つ
い
て

（
�
）

「
当
該
職
員
」
に
対
す
る
定
期
及
び
随
時
の
面
接
等
を
行
っ
た
と
あ
る
が
、
そ
の
日
時
、
回
数
、
面
接
内
容
等
に

つ
い
て
具
体
的
に
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

「
警
視
庁
職
員
人
事
記
録
等
」
と
あ
る
が
、
文
書
名
を
具
体
的
に
答
弁
願
い
た
い
。

二



五

一
の
（
�
）
な
い
し
（
�
）
の
答
弁
に
つ
い
て

（
�
）

「
当
該
職
員
の
元
上
司
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
元
上
司
」
は
現
在
に
お
い
て
も
警
察
官
の
職
に
あ
る
の
か
、
答
弁

願
い
た
い
。
警
察
官
の
職
を
辞
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

こ
の
「
元
上
司
」
が
現
在
に
お
い
て
も
警
察
官
の
職
に
あ
る
な
ら
ば
、
職
名
、
階
級
、
現
階
級
へ
の
昇
任
年
月

日
、
年
齢
に
つ
い
て
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

「
当
該
元
上
司
は
、
そ
の
こ
と
を
当
該
職
員
の
上
司
に
伝
え
な
か
っ
た
」
と
あ
る
が
、
伝
え
な
か
っ
た
理
由
に
つ

い
て
答
弁
願
い
た
い
。
ま
た
「
当
該
職
員
の
上
司
」
の
職
名
、
階
級
に
つ
い
て
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

「
当
該
職
員
の
元
上
司
」
の
勤
務
成
績
及
び
勤
務
評
定
の
ラ
ン
ク
（
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
等
）
に
つ
い
て
答
弁

願
い
た
い
。

（
�
）

「
当
該
職
員
の
元
上
司
」
に
対
す
る
立
川
警
察
署
地
域
課
長
等
の
上
司
の
日
常
の
指
導
・
監
督
状
況
に
つ
い
て
答

弁
願
い
た
い
。

（
�
）

当
該
職
員
の
相
談
に
対
す
る
「
当
該
職
員
の
元
上
司
」
の
応
対
、
指
導
、
助
言
等
は
い
ず
れ
も
不
十
分
だ
っ
た
と

認
め
ら
れ
る
が
、
幹
部
と
し
て
は
能
力
、
適
格
性
を
欠
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
答
弁
願
い
た

三



い
。

六

二
の
（
�
）
及
び
（
�
）
の
答
弁
に
つ
い
て

（
�
）

立
川
警
察
署
の
交
番
・
駐
在
所
の
数
を
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

立
川
警
察
署
の
交
番
・
駐
在
所
に
勤
務
し
て
い
る
警
察
官
に
つ
い
て
、
そ
の
人
数
を
階
級
別
に
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

交
番
・
駐
在
所
勤
務
の
警
察
官
は
、
交
代
制
で
勤
務
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
答
弁
願
い
た

い
。

（
�
）

交
番
・
駐
在
所
勤
務
の
警
察
官
を
指
導
・
監
督
す
る
幹
部
警
察
官
に
つ
い
て
、
そ
の
人
数
を
階
級
別
に
答
弁
願
い

た
い
。

（
�
）

立
川
警
察
署
長
は
問
題
の
富
士
見
台
交
番
を
含
め
て
、
交
番
を
巡
回
し
た
事
実
は
あ
る
の
か
。
そ
の
日
時
、
回

数
、
指
導
内
容
に
つ
い
て
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

事
件
当
日
、
「
当
該
職
員
の
元
上
司
」
以
外
の
交
番
を
監
督
す
る
立
場
の
幹
部
警
察
官
が
富
士
見
台
交
番
を
巡
回

し
た
事
実
は
あ
る
の
か
。
そ
の
幹
部
警
察
官
の
職
名
、
階
級
、
巡
回
の
日
時
、
指
導
内
容
に
つ
い
て
答
弁
願
い
た

い
。

四



七

二
の
（
�
）
の
答
弁
に
つ
い
て

（
�
）

警
視
庁
の
勤
務
成
績
の
評
定
の
ラ
ン
ク
（
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
等
）
付
け
は
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
・
判
断
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
る
の
か
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

「
当
該
職
員
」
の
過
去
三
年
間
の
評
定
ラ
ン
ク
に
つ
い
て
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

各
都
道
府
県
警
察
に
は
、
素
行
に
問
題
の
あ
る
職
員
や
勤
務
成
績
が
不
振
な
職
員
を
「
問
題
職
員
」
あ
る
い
は

「
要
指
導
職
員
」
と
し
て
指
定
し
、
特
別
の
管
理
・
監
督
を
行
う
制
度
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
警
視
庁
を
含
め
都
道
府

県
警
察
に
は
、
そ
う
し
た
制
度
は
あ
る
の
か
。
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
答
弁
願
い
た

い
。

（
�
）

警
視
庁
は
「
当
該
職
員
」
を
そ
う
し
た
「
問
題
職
員
」
等
に
指
定
し
て
い
た
の
か
。
指
定
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、

指
定
の
時
期
、
具
体
的
な
指
導
内
容
に
つ
い
て
答
弁
願
い
た
い
。

八

二
の
（
�
）
な
い
し
（
�
）
の
答
弁
に
つ
い
て

（
�
）

答
弁
に
よ
る
と
、
当
該
職
員
は
他
の
職
員
に
比
べ
て
勤
務
成
績
の
評
定
が
低
か
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
警
察
署
長

を
は
じ
め
地
域
課
長
等
、
管
理
的
立
場
に
あ
っ
た
幹
部
は
「
当
該
職
員
」
に
対
し
て
、
勤
務
実
績
を
向
上
さ
せ
る
た

五



め
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を
行
っ
て
い
た
の
か
、
具
体
的
に
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

警
視
庁
で
は
、
警
察
署
、
交
番
ご
と
に
年
間
の
犯
罪
検
挙
件
数
等
の
目
標
を
設
定
し
て
い
る
の
か
、
答
弁
願
い
た

い
。

（
�
）

警
視
庁
及
び
道
府
県
警
察
の
「
犯
罪
検
挙
件
数
等
の
目
標
」
、
例
え
ば
、
職
務
質
問
件
数
、
刑
法
犯
検
挙
件
数
、

交
通
法
令
違
反
の
摘
発
件
数
、
各
種
情
報
報
告
件
数
等
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

「
当
該
職
員
」
が
勤
務
し
て
い
た
富
士
見
台
交
番
及
び
「
当
該
職
員
」
に
示
さ
れ
て
い
た
「
犯
罪
検
挙
件
数
等
の

目
標
」
の
具
体
的
な
内
容
及
び
そ
の
数
値
に
つ
い
て
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

地
域
警
察
官
に
よ
る
犯
罪
検
挙
に
つ
い
て
、
平
成
十
五
年
か
ら
平
成
十
九
年
ま
で
の
、
凶
悪
犯
、
粗
暴
犯
、
窃
盗

犯
、
知
能
犯
、
そ
の
他
の
刑
法
犯
、
特
別
法
犯
別
に
、
そ
の
件
数
及
び
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
地
域
警
察
官
一
人
あ
た

り
の
件
数
を
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

平
成
十
六
年
六
月
、
兵
庫
県
警
地
域
部
自
動
車
警
ら
隊
の
隊
員
ら
が
、
検
挙
実
績
を
上
げ
る
た
め
に
、
自
転
車
盗

な
ど
の
処
理
の
過
程
で
捜
査
書
類
を
偽
造
し
た
不
祥
事
が
発
覚
し
て
い
る
。
地
域
警
察
官
が
検
挙
し
た
自
転
車
盗
及

び
自
転
車
等
の
占
有
離
脱
物
横
領
事
件
に
つ
い
て
、
平
成
十
五
年
か
ら
平
成
十
九
年
ま
で
の
検
挙
件
数
及
び
地
域
警

六



察
官
の
一
人
あ
た
り
の
件
数
を
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

地
域
警
察
官
が
検
挙
し
た
自
転
車
盗
及
び
自
転
車
等
の
占
有
離
脱
物
横
領
事
件
の
処
理
を
通
常
送
致
、
簡
易
送

致
、
不
送
致
に
区
分
し
て
答
弁
願
い
た
い
。

九

二
の
（
�
）
の
答
弁
に
つ
い
て

巡
査
長
制
度
の
目
的
か
ら
み
て
、
「
当
該
職
員
」
は
巡
査
長
と
し
て
の
適
格
性
を
欠
い
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
ほ

か
、
埼
玉
県
警
の
郵
便
局
強
盗
等
、
巡
査
長
の
不
祥
事
が
多
発
し
て
い
る
。

（
�
）

巡
査
長
は
、
勤
務
成
績
が
優
秀
で
、
か
つ
、
実
務
経
験
が
豊
富
な
巡
査
で
あ
っ
て
、
勤
務
年
数
が
六
年
（
大
学
卒

は
二
年
、
短
期
大
学
卒
は
四
年
）
に
達
し
て
お
り
、
か
つ
、
指
導
力
を
有
す
る
も
の
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
最
近
で
は
勤
務
年
数
に
達
す
れ
ば
、
巡
査
長
に
昇
格
さ
せ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
巡
査
長
制
度
の
運

用
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
・
検
証
す
る
必
要
は
な
い
か
、
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

巡
査
長
制
度
の
見
直
し
を
行
う
必
要
性
は
な
い
か
、
答
弁
願
い
た
い
。

十

二
の
（
�
）
な
い
し
（
�
）
の
答
弁
に
つ
い
て

（
�
）

報
道
に
よ
る
と
、
「
当
該
職
員
」
と
同
じ
交
番
で
勤
務
し
て
い
た
警
察
官
が
、
「
当
該
職
員
」
が
所
在
不
明
に

七



な
っ
て
か
ら
八
時
間
後
に
立
川
警
察
署
の
当
直
に
報
告
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
警
察
官
は
警
視
庁
の
調
べ
に
対

し
て
「
『
当
該
職
員
』
が
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
て
何
時
間
も
戻
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
」
と
説
明
し
た
と
あ
る
。
警
視

庁
は
、
こ
の
警
察
官
か
ら
、
当
該
職
員
の
規
律
違
反
に
つ
い
て
直
ち
に
報
告
し
な
か
っ
た
理
由
を
確
認
し
た
の
か
。

確
認
し
た
の
な
ら
ば
、
そ
の
内
容
を
答
弁
願
い
た
い
。
確
認
し
て
い
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
を
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

答
弁
に
よ
る
と
「
当
該
職
員
」
は
、
勤
務
成
績
が
不
振
で
あ
り
、
警
視
庁
が
定
め
る
勤
務
成
績
、
実
務
経
験
等
の

巡
査
部
長
へ
の
昇
任
要
件
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
と
あ
る
。
巡
査
長
と
は
い
い
な
が
ら
、
そ
う
し
た
「
当
該
職

員
」
を
経
験
が
十
分
で
な
い
警
察
官
と
富
士
見
台
交
番
で
勤
務
さ
せ
た
の
は
、
適
切
さ
を
欠
い
た
人
事
配
置
で
は
な

か
っ
た
か
、
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

加
え
て
、
「
当
該
職
員
」
を
直
接
監
督
す
る
立
場
に
あ
っ
た
「
当
該
職
員
の
元
上
司
」
が
、
上
司
と
し
て
の
役
割

を
全
く
果
た
し
て
い
な
い
。
「
当
該
職
員
の
元
上
司
」
だ
け
で
は
な
く
、
警
部
補
の
階
級
に
あ
る
幹
部
警
察
官
全
体

の
能
力
、
資
質
等
が
低
下
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

警
部
補
の
能
力
、
資
質
の
低
下
が
、
警
察
の
現
場
に
及
ぼ
す
影
響
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
平
成
三
年
の

幹
部
警
察
官
の
階
級
比
率
の
見
直
し
以
来
、
警
部
補
の
階
級
に
あ
る
警
察
官
の
比
率
は
倍
増
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
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こ
と
が
、
警
部
補
の
階
級
に
あ
る
警
察
官
の
能
力
、
資
質
の
低
下
に
繋
が
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
警

部
補
の
階
級
に
あ
る
幹
部
警
察
官
の
能
力
、
資
質
の
向
上
の
た
め
の
具
体
策
に
つ
い
て
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

警
察
で
は
、
地
域
課
の
幹
部
に
は
、
刑
事
、
公
安
な
ど
の
専
務
警
察
の
幹
部
に
比
べ
て
能
力
、
資
質
な
ど
が
低
い

幹
部
、
あ
る
い
は
、
高
齢
の
幹
部
を
配
置
す
る
傾
向
に
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
立
川
警
察
署
地
域
課
の
幹
部
の
人

事
配
置
に
は
そ
う
し
た
傾
向
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
立
川
警
察
署
の
地
域
課
幹
部
の
人
事
配
置
に
問
題
点
は
な
か
っ

た
と
認
識
し
て
い
る
の
か
、
所
感
を
答
弁
願
い
た
い
。

十
一

三
の
（
�
）
の
答
弁
に
つ
い
て

指
摘
し
た
事
案
に
関
し
、
警
視
総
監
及
び
警
視
庁
立
川
警
察
署
長
以
外
の
幹
部
職
員
の
処
分
内
容
に
つ
い
て
答
弁
願
い
た

い
。

十
二

五
の
（
�
）
の
答
弁
に
つ
い
て

（
�
）

答
弁
に
よ
る
と
、
監
察
の
指
示
の
数
は
平
成
十
六
年
の
二
件
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
答
弁
願
い

た
い
。

（
�
）

今
回
の
警
視
庁
立
川
警
察
署
の
巡
査
長
に
よ
る
ス
ト
ー
カ
ー
殺
人
事
件
の
発
生
に
と
も
な
い
、
東
京
都
公
安
委
員
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会
は
監
察
の
指
示
を
行
っ
た
の
か
、
行
う
予
定
は
あ
る
の
か
、
答
弁
願
い
た
い
。
行
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ

う
な
監
察
指
示
を
行
っ
た
の
か
。
今
後
、
行
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
監
察
指
示
を
行
う
の
か
、
答
弁
願
い

た
い
。
行
っ
て
い
な
い
、
も
し
く
は
行
わ
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
答
弁
願
い
た
い
。

十
三

五
の
（
�
）
の
答
弁
に
つ
い
て

（
�
）

答
弁
に
よ
る
と
、
苦
情
の
受
理
件
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
要
因
に
つ
い
て
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
苦
情
の
処
理
に
あ
た
っ
て
、
申
立
人
に
面
接
し
直
接
事
情
を
聞
く
わ
け
で
も
な
く
、

警
察
に
調
査
を
全
面
的
に
任
せ
て
い
る
、
こ
れ
で
は
苦
情
に
対
す
る
客
観
的
な
判
断
は
期
待
で
き
な
い
と
の
指
摘
が

あ
る
。
苦
情
処
理
の
あ
り
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
所
感
を
答
弁
願
い
た
い
。

十
四

五
の
（
�
）
の
答
弁
に
つ
い
て

（
�
）

公
安
委
員
を
、
「
現
に
社
会
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
人
材
」
に
限
定
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
答
弁
願
い
た

い
。

（
�
）

高
齢
社
会
に
あ
っ
て
は
、
第
一
線
を
退
い
て
も
幅
広
い
視
野
と
高
い
見
識
の
あ
る
人
材
は
多
く
存
在
す
る
。
そ
う

し
た
人
材
か
ら
公
安
委
員
を
選
任
す
る
こ
と
で
、
公
安
委
員
の
常
勤
化
は
可
能
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
所
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感
を
答
弁
願
い
た
い
。

十
五

五
の
（
�
）
に
つ
い
て

（
�
）

都
道
府
県
知
事
が
公
安
委
員
を
任
命
す
る
過
程
で
は
、
都
道
府
県
警
察
が
知
事
に
対
し
て
、
具
体
的
な
人
名
を
示

し
て
公
安
委
員
に
推
薦
す
る
実
態
が
あ
る
。
警
察
庁
及
び
国
家
公
安
委
員
会
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
承
知

し
て
い
る
か
、
答
弁
願
い
た
い
。
ま
た
、
国
家
公
安
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
過
程
で
決
定
さ
れ
る

の
か
答
弁
願
い
た
い
。
そ
の
際
、
国
家
公
安
委
員
の
任
命
に
関
し
て
、
警
察
庁
か
ら
具
体
的
な
人
名
を
も
っ
て
、
い

わ
ゆ
る
推
薦
と
い
う
行
為
が
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

都
道
府
県
警
察
を
管
理
す
る
上
部
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
公
安
委
員
会
の
委
員
人
事
に
、
警
察
組
織

が
関
与
す
る
こ
と
は
極
め
て
公
平
性
を
欠
く
な
ど
、
問
題
が
多
い
と
指
摘
で
き
る
。
こ
う
し
た
実
態
を
調
査
・
把
握

し
た
上
で
警
察
庁
は
、
各
都
道
府
県
警
察
に
対
し
て
、
公
安
委
員
の
任
命
の
過
程
に
お
い
て
、
警
察
組
織
が
関
与
し

な
い
よ
う
に
と
の
指
示
・
通
達
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
答
弁
願
い
た
い
。

十
六

五
の
（
�
）
の
答
弁
に
つ
い
て

（
�
）

都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
任
務
は
都
道
府
県
警
察
を
管
理
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
都
道
府
県
警
察
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か
ら
の
独
立
性
は
不
可
欠
で
あ
る
。
迅
速
円
滑
な
意
思
疎
通
や
事
務
の
重
複
を
理
由
と
す
る
事
務
局
の
分
離
独
立
の

否
定
は
、
む
し
ろ
公
安
委
員
会
の
存
在
理
由
の
形
骸
化
に
繋
が
り
、
論
拠
に
乏
し
い
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら
に
関
す

る
所
感
を
答
弁
願
い
た
い
。

（
�
）

公
安
委
員
は
知
事
が
任
命
前
五
年
間
に
警
察
又
は
検
察
の
職
務
を
行
う
職
業
的
公
務
員
の
前
歴
の
な
い
も
の
の
う

ち
か
ら
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
趣
旨
か
ら
し
て
、
警
察
業
務
に
精
通
し
た
警
察
職
員
が
補
佐
す
る
こ

と
は
、
か
え
っ
て
、
一
般
国
民
の
立
場
を
離
れ
た
偏
っ
た
判
断
を
公
安
委
員
に
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
仮

に
、
警
察
業
務
に
関
す
る
知
識
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
警
察
職
員
以
外
の
職
員
に
対
す
る
研
修
等
に
よ
り
、
警

察
業
務
に
関
す
る
一
定
程
度
の
知
識
の
習
得
は
可
能
で
あ
る
。
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
事
務
局
の
体
制
を
強
化

し
、
都
道
府
県
警
察
か
ら
分
離
独
立
し
な
い
限
り
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
厳
正
・
公
平
な
立
場
で
の
警
察
の
管

理
は
不
可
能
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
所
感
を
答
弁
願
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。
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